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北オホーツク海岸モケウニ沼湿原の植生とその分布構造

橘ヒサ子1)･射水康郎2)･滝川敦善3)･鈴木恭太4)･菅 済5)

Distribution and Structure oI Vegetation oI Mokemi-numa

Mire at the Sea oI Okhotsk Coast in Northern Hokkaido

Hisako TACHIBAM 1) ･ yasuo IMIZU 2) ･ Atsushi TAKIEAWA
3)

Kyota SuzuKI
4)

and Wataru SuGA5)

Abstract : The distribution and structure of vegetation of the Mokeuni-numa Mire at the Sea of

Okhotsk coast in northern Hokkaido were studiedinrelation to habitat conditions･ Ten community-

types were distinguished bythe clustering Of vegetational data uslng a group average Strategy :

Menyanthes tn'foll'atacommunlty, In'slaevlgata COmm･, Carex lyngbyel'comm,, 1uagml'tes austTall'sI

Carexpseudo-cwal'ca comm. ,
mmgml'tes austTall'sICalamagTOStl's hngsdoI:Hli'comm･

,
Carex lasl'ocalPa

var･ occultans comm･ , Moll'nl'opsISJaPOnl'ca-MyTl'ca gale var. tomentosa comm.
,
Rubus chamaemoms-

Vaccl'nl'um oxycoccus comm･, Ledum palustTe Var, dl'veTSli)1'losumcomm. and Sasa palmata comm.

In addition, three types of swamp forest vegetation were distinguished on the basis of the layered

dominants and commodal undergrowth : Alnus JaPOnl'ca-R. chamaemoms comm., Alnus hl'ISuta-S.

palmata-R ･ chamaemoms comm･ andn'cea glehnll-L･ palustTe Var･ dl'versliu'losum-R.chamaemoms

comm･ Small patches of these swamp fTorest stands scattered in the mire. The distribution of these

plant communities was controlled by the micro-relief of soil surfaces, groundwater levels and soil

pH･ The M･ tTl'fol)'atacommunity, several sedge commumities and alder (A. japonl'ca) swamp

forests occurred at the shores of ponds, mud bottoms and/or concave sloping sites with high

groundwater levels and high pH (more than 5.6) , while R. chamaemomsIV. oxycoccus comm.,

i palustTe Var･ dl'veISlj)1'losumcomm. and spruce swamp forests on slightly convex and/or gentle

sloping sites with low groundwater levels and low pH (less than 5.5). on the other hand, P.

austTall's-C. 1angsdonli'comm. and the alder (A. hIISuta) swamp forests were distributedwidely

on the gradients of groundwater levels and pH, while S. palmata community was restricted to the
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convex sloplng Sites with lower grouⅢdwater levels and lower pH･ Finally, the discussion was

made on a hydrosere in the Mokeuni-numa Mire on the basis offloristic compositions, relation of

the distribution of plant communities to environmental gradients, and the stand stnlCture Of the

spruce swamp forests･

はじめに

北海道の最北部にあたる北オホーツク海岸には猿骨沼,キモマ沼,ポロ沼,カムイト沼,

モケウニ沼,クッチャロ湖など大小さまざまな湖沼があり,それらの周辺や河川沿いに多

数の湿原が発達している｡これらの湿原の多くは洪積世の最終氷期以前もしくは完新世の

海退によって形成された海跡湖や砂丘列間の沼が陸化してできたものであるが,猿払川流

域の湿原のように河川の氾濫原に形成されたものもある(猿払村史, 1976;植村, 1997)｡

また,一部の湿原ではアカエゾマツを伴ったミズゴケ湿原が発達し,道東の落石岬湿原や

北海道山地湿原などに類似の湿原景観を有することでも知られている(舘脇, 1944 ;長谷

川, 1988,橘ほか, 1985, 1998)0

一方,この地域では1950年代に大規模酪農をめざした草地開発が始まったが,特に1975

年以降の機械化による草地造成は丘陵の森林ばかりでなく後背湿地にまで及び,その結果,

湿原面積が急速に減少

した(植村, 1997)｡残

存する湿原も周辺農耕

地からの排水による富

栄養化,道路建設によ

る湿原の分断,森林伐

採による土砂流入等,

さまざまな人為的影響

下にあることも指摘さ

れているおり(日野,

1996;植村, 1997),堤

原の現状調査は急務を

要することである｡最

近,植村(1997)およ

び植村ら(1994, 1998)

は猿払川流域湿原や浅

茅野湿原の植生と植物

相および水質等の基礎

的調査を行い,保全の

ための総合的対策につ

いて報告しているが,

群落学的視点からの研

究例は少ない｡筆者ら
Fig･ 1･ Map showlng the location

of Mokeuni-numa Mire and the area studied･

L-A, L-B and L-C indicate Line A, Line B and Line C.
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は1986年と1998年に2, 3の湿原の植生を調査した｡本稿ではこのうち比較的保全状態が

よく,北オホーツク海岸の代表的湿原の一つであるモケウニ沼湿原の植生とその分布構造

の解析結果について報告する｡

本研究を遂行するにあたり,山形大学教授斎藤員郎博士にはコンピュータによる植生解

析のご指導を頂いた｡ここに記して厚く御礼申しあげる｡

調査地概況

モケウニ沼は浅茅野台地の東縁(45o12′NL, 142oO1′EL)に位置する海跡湖であり,湿原

は沼周辺や招からの流出河川およびその支流域に発達している｡モケウニ沼湿原は沼の南

部に発達した湿原であり,ヨシ,スゲ類を主体とし,アカエゾマツ,ハンノキ,ケヤマハ

ンノキからなる湿地林が介在する低層湿原であるが,部分的にミズゴケ群落の発達もみら

れる｡第一沼と小沼を含む面積約700haほどが道立自然公園特別地域に指定されており,堤

原中心部には探勝木道が設置され保護されている(Fig. 1)｡電気探査の結果によると,モ

ケウニ沼湿原の泥炭層は2m以下で,大部分がヨシ泥炭から成り,下層には10-20mの層

厚で粘土ないしシルトが分布する(松下, 1965)｡

この地域の気候はオホーツク海側気候区に属し,降水量が年間を通じて少ないことが特

徴であるが,夏期冷涼で冬期には流氷が接岸し,積雪寒冷な気候に支配されている｡モケ

ウニ沼湿原に近接の浜頓別町の気候統計では年平均気温4.8℃,月平均気温の最高値は8

月の21.8℃,最低値は2月の-12.9℃である(札幌管区気象台編, 1980)｡吉良の暖かさの

指数は48.Om.d.,寒さの指数は150.9m.d.となり,冷温帯北部に位置するo

方 法

1.植生調査

湿原全体の群落型とその分布の実態を把握するために,湿原を南北および東西に横切る

3本の調査基線(LineÅ-C)を設置した｡ LineÅ, Bは沼岸から台地に向かう南北断面

線で,全長はそれぞれ275mと375m, Line Cは湿原中心部を通る全長600mの東西断面線

である(Fig.1)｡植生調査は各調査基線に沿って幅約10mの範囲に調査区をランダムに設

けて行った｡また,基線上に出現しない群落型については適宜調査区をランダムに設けて

調査した｡群落の種組成調査は方形区法によった｡調査区内に出現する全種について優占

痩(ブラウン･ブランケ法; Braun-Blanquet, 1964)を測定し,同時に階層別植被率と群落

高も記録した｡調査区の面積は草本群落では1mXlm,低木群落では2mX2m,中･高

木群落では5mX5m-10mXIOmを基本とした｡調査は主に1988年7月-8月に行った

が, 1998年に植物の確認等補完的調査を行った｡尚,モケウニ沼等に分布する水生植物群

落については別報に譲り,本報では割愛する｡

2.植生解析

群落の類型化には構成種とスタンドのクラスター分析を導入した｡構成種のクラスター

分析は種間の分布相関を表わすBray (1956)のともずみ指数(amplitudinal correspondence)
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によった｡この指数は次式によって与えられる｡

C-2Sj/Sa+Sb

ここでCをA, B両種の分布相関として, SaとSbはそれぞれ種Aと種Bが出現する

スタンドを, Sjは両者が共存するスタンド数を示す｡クラスター分析は群平均方式(小林,

1995)を用いた｡スタンドのクラスター分析はスタンド間の類似度指数に基づくが,ここ

では優占度によって重みづけられたssorrensenの指数(Muller-Dombois, D. &H. Ellenberg,

1974)を用い,また野外で測定した優占度はvanderMaarel (1979)に準じて,次のような

値に変換した. 5 (優占度):9 (変換値),4:7, 3:6, 2:5, 1:4, +:2, r:10

3.微地形と土壌環境調査

群落の分布と微地形との関係を明らかにするため,各調査基線に沿って植生が変化する

ごとに地表面の起伏度をレベルを用いて簡易測量し,湿原表面の比高を求めた｡また,群

落の成立要因を探るため,大部分の群落型が含まれるLineA, Bにおいて泥炭断面の観察

と泥炭土の採取および地下水位の測定を行ったo 泥炭断面の観察は表層約30cmまではス

コップで掘り,それ以深1mまでは検土杖を用いて行った｡断面構造観察後,各層序から

100cc相当量の泥炭土を切り取り,ビニール袋に密封して実験室に持ち帰った｡地下水位

の測定と採水は泥炭土採取地の穴で1 -6時間放置後に行った｡採取した泥炭土と泥炭水

のpHは採取当日6時間以内にガラス電極法により測定したo 実験室に持ち帰った泥炭資

料については,含水量と強熱減量(600℃, 2時間燃焼)を測定したo

結果と考察

1.湿原植生の類型化

1-1.群落構成種のクラスター分析

モケウニ沼湿原の全35スタンドに出現した植物は,維管束植物64種,コケ植物14種であっ
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Fig･ 2･ Dendrogram showing the species association in Mokeuni-numa Mire･ a, b, c, d and e show the species

groupes a, b, c, d and e･ Arabic numerals in the figure indicate species number. Species name of each

number refers
to Table 1.
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た｡ Fig. 2は全出現植物のクラスター分析の結果を示すが,図では5つの種群(a-e)に

分けられる｡ a群は浅い池清や滞水凹地に生育する種群で,立地の水深等を反映した2つ

の種群からなり, al群にはミツガシワ,ミズドクサ,サギスゲなど5種, a2群にはカ

キツバタ,アオモリミズゴケなど5種が含まれる｡ b群はヨシ･スゲ湿原要素とミズゴケ

湿原要素からなる大きなグループであり,前者の種群b lと後者の種群b 2に大別され,

前者はさらにbll群とb12群に分けられる｡ bll群にはツルスゲ,クロバナロウゲ,ャラメ

スゲ,ドクゼリ,サワギキョウ,アカネムグラ,クサレダマの6種, b12群にはムジナス

ゲ,ナガボノシロワレモコウ,イワノガリヤス,ヨシ,ヒメシダ,タチギボウシの6種の

ほか,中間湿原要素のヌマガヤとヤチャナギが含まれる｡ b 2群は高層湿原要素,低層湿

原要素,森林要素からなる多彩な種群であり, b21群とb22群に分けられる｡前者にはホロ

ムイイチゴ,ツルコケモモ,ワタスゲ,ヒメミズゴケ,ヤマド､リゼンマイ,オオミズゴケ,

モウセンゴケ,イソツツジ,チマキザサなど14種,後者にはヤナギトラノオ,エゾナミキ

ソウ,オオヤマフスマ,エゾゼンテイカ,ヒメイチゲの5種が含まれる｡ c群は低層湿原

の広布種で, c l群とc 2群に分けられる｡前者にはエゾミソハギ,ホソバノヨツバムグ

ラ,エゾシロネなど5種,後者にはヒメシロネ,オオバセンキュウ,エゾイヌゴマなど4

種がそれぞれ含まれる｡さらにd群とe群は主に湿地林要素からなり, d群は4グループ

に分けられる｡ d l群にはハンノキ,ハンゴンソウなど6種, d2群にはニッコウシダな

ど3種, d3群にはウロコミズゴケ,ホソバミズゴケなど3種, d4群にはアカエゾマツ,

ノリウツギなど3種が含まれる｡また, e群にはe l群のヒオウギアヤメ,ホソバオゼヌ

マスゲ,ハイイヌツゲなど6種とe 2群のオヒルムシロが含まれる｡

1-2.調査スタンドのクラスター分析と群落型

Fig. 3は湿原全体から得られた135スタンドのクラスタリングの結果を示す｡これによる

と,類似度30%レベルではA, B, Cの3つのスタンド群に大別され,さらに類似度40%

ではAグループは2つ, BとCグループはそれぞれ3つのスタンド群に細区分される｡

Table lはこれらのスタンド群の種組成を示すが,表中の種名の順序はFig. 2の種群構成に

沿って配列してある｡各スタンド群を特徴づけるcommodal species (類似の分布行動を示

す種群)によって群落を類型化し,優占種で群落名をつけると10タイプの群落になる(Table

1)｡

Aグループのミツガシワ群落とカキツバタ群落は浅い流路や池膳,滞水凹地に成立して

いる群落でミツガシワ,ミズドクサ,カキツバタ,サワギキョウ,ヨシなどを共通種とす

るが,前者はコタヌキモ,ヤチスゲ,クロバナロウゲ,ドクゼリの出現によって,また後

者は前者より平均出現種数が多く,アオモリミズゴケ,ヤチカワズスゲ,ミカヅキグサ,

ツルコケモモ,ホロムイイチゴ,ナガボノシロワレモコウ,ヒメシダなどが高常在度で出

現することによって特徴づけられる｡

Bグループはヤラメスゲ群落,ヨシーツルスゲ群落,ヨシーイワノガリヤス群落,ムジ

ナスゲ群落の4タイプの群落であり,沼や流路沿いの水辺バンクから地下水位の高い低平

地に分布する｡いずれも北海道の低地湿原に広く分布する低層湿原植生の典型的群落であ

り(檎, 1997),植物社会学的にはヤラメスゲ群集caricetum lyngbyei Okuda1988,ツルス

ゲ群落caTeXPSeudo-cu[al'ca community Okuda 1988,イワノガリヤスーヨシ群集calamagrostio-
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phragmitetum communis Miyawaki et al. 1976,ムジナスゲ群集caricetum occultantis Miyawaki

et yasushi Sasaki 1980,またはヤチャナギームジナスゲ群集Myrico-Caricetum occultantis

Ko. Ito et Tachibana 1981にそれぞれ対応する.

cグループはヌマガヤーヤチャナギ群落,ホロムイイチゴーツルコケモモ群落,イソツ

ツジ群落,チマキザサ群落の4タイプの群落であり,いずれも高層湿原要素と低層湿原要

素が混生する中間湿原植生的性格をもつ群落である｡ヌマガヤーヤチャナギ群落は優占種

ヌマガヤ,ヤチャナギのほか,ホロムイイチゴ,エゾゼンテイカ,ヤマドリゼンマイ,タ

チギボウシ,ムジナスゲなどが高常在度で出現する｡ホロムイイチゴーツルコケモモ群落

はコケ層にヒメミズゴケ,オオミズゴケ,アオモリミズゴケ,サンカクミズゴケ,ムラサ

キミズゴケなど多種のミズゴケを伴った低いブルテやローンの植生である｡群落の基本構

成種は優占種ホロムイイチゴとツルコケモモ(本湿原では北方系のナガミノツルコケモモ

が混生する)のほかヒメミズゴケ,オオミズゴケ,ワタスゲ,ヤマドリゼンマイ,イソツ

ツジなどであり,さらにヒメシダ,ミズバショウ,ムジナスゲなどの低層湿原要素を伴う｡

類似の群落はモケウニ沼北部に発達する浅茅野湿原や猿骨沼西部に発達する湿原にも広く

分布するが,これらの湿原ではイボミズゴケ,ムラサキミズゴケ,ヌマガヤ,ホロムイス

ゲ,ミカヅキグサなどを伴い,モケウニ沼湿原より発達したタイプである(棉, 1999)｡ホ

ロムイイチゴは氷河期の遺存種で,北海道では主に日本海側やオホーツク海側多雪地に分

布する(棉, 1997)｡これを標徴種とするホロムイイチゴーイボミズゴケ群集Rubo

chamaemorus-Sphagnetum papillosi Miyawaki et Ohba 1970 (宮脇ほか, 1976)がサロベツ

湿原から記載されて

いるが,モケウニ沼湿

原の群落はヤチッツ

ジ,ガンコウラン,ヒ

メシヤクナゲ,イボミ

ズゴケなどを欠き,級

成的に異なるばかり

でなく,ホロムイイチ

ゴの優占度が高いこ

とで特徴づけられる

北オホーツク海岸に

特有の群落である｡イ

ソツツジ群落とチマ

キザサ群落はホロム

イイチゴ-ツルコケ

モモ群落と共通する

種群から構成される

が,ミズゴケの優占度

が低く,アカエゾマツ

林やケヤマハンノキ

林の周辺に分布する｡
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Fig. 3. Clustering of 135 stands of mire vegetation
in Mokeuni-numa Mire･ A,

B and C, and a, b and c in the figure indicate stand groups A, B and C,

and sub-groups
a, b皿d c･ Arabic numerals indicate stand numbers･
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Table 2, F(oristic composition of the swamp forest vegetation in Mokeuni-numa Mire.

Comunity-types; A:the A/nusjaponica -Rubus chamaemorus comm., B:the Alnus hirsuta-Sasa

paJmata -Rubus chamaemorus comm･, C: the Picea glehnI'i-Ledum pa/ustre var･ dI'versI'pilosum-

Rubus chamaemorus comm.

Foresttypes ABC

No.ofsta∩ds 1179

Meanquadratarea(ml) Z536Z5

Meanvegetationheight(m)Treerayer ～.53.93.7

Shrub/Herb(ayer ー.Zー.5ー.3

MeanVegetationcoVer(%)Treelayer 958588

Shrub/Herblayer 858399

Meanno.of species 18ZO20

A/nusjaponica(T) lvs]
A/nushirsuta(T) iiiiiiB
PiceaglehnI'i(T) I+-lJl+[V2-5l

Rubuschamaemorus(H) V+ー4Vト4V1-4

OsmundacI'nnamOmeaVar.fokiense(H) ∨+_3V+-2V+-4

Lysichitoncamtschatcense(H) lV+_3V+-2=+-1

Sasapa/mate(S) "J+_2V+_5V+_5

MaianthemumdI'/atatum(H) "f+_5V+_4V+_3

So/idagovI'rga-aureaVar./eI'OCarPa(H) lJ+V+-1V+_1

Gentiana亡rif!oraVar.japonica(H) If+lV+N/+

Ledumpa/ustrevar.diverslJpi/osum(S,H) l+lV+-1Vト5

Eriophorumvaginatum(H) llll+-2lV+ーZ

VaccI'niumoよyCOCCuS(H) J+_3暮+lV+_5

Phragmitesaustralis(H) V1-2V1-4Vト3

Ca/amagrostis/angusdorff1'i(H) V+_4V2-5lll1-3

SanguisorbatenuifoJiavar.a/ba(H) V+_3V+-1‖+-1

ThelypterI'SPalustris(H) lV+_3lV+-3V+-1

HemerocallI'SeSCu/enta(H) "I+_1l+ll+_1

Carexlasiocarpavar,occultans(H) I"+I3"I+-3Ll1_4

AnemonedebI'h's(H) ll+ll+_2=+-1

Hydrangeapaniculata(S) Jl+-4"+-1l"+I2

Lycopusuniflorus(H) I)+J+-lLl+

Moehringia/atenJfo/Ira(H) l[+J+=+

MyrI'Cagalevar.tomentosa(H) ll+-1J+l]+_1

Thelypterisnl'PPOnica(H) I+-3J2ll+-1

CarexlyngbyeI'(H) lll+l1

Cicutavirosa(H) I+l+l+

TrI'entah'seuropaeaVar.arc亡ica(H) I+‖+ll+

Sphagnumpa/ustre(M) I+l+ll+-1

ScuteJ/an'astrJ'gi/Iosa(H) =+_1l+I+

Hostarectifo/ia(H) lV+_111】+

LyslJmachiatf7ySI'fJora(H) )"+_ll"+_lJ+

LysimachI'aVu/gan'SVar.davurica(H) 川+-1l■+l+

Lobeliasess''lifo/ia(H) lI+-111

Trl'Jl/'umkamtschaticum(H) 1l+I1[I+

Ange/I'CagenUfJexa(H) I+ーl+

SenecI'OCanabifoll'US(H) l+ll+

Veratrumgrandy'fJorum(H) l+)+

Sphagnum丹exuosum(M) l+l+_1

SphagnumsqualrOSUm(M) I+l1

Jn's]aevigata(H) "+-ill

MolI'niopsI'Sjaponica(H) ーlト2lt+_3

Menyanthestn'foliata(H) ]112

Potenti//apalustn's(H) lⅠ-
Sphagnumn'parium(M) l+l1

41
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2.湿地林の種組成と構造

ハンノキ,ケヤマハンノキ,アカエゾマツの湿地林もまたモケウニ沼湿原の湿原景観を

特徴づける植生の一つである｡これらの林分は樹高1.5m前後の低木林から6-7mの高木

林まであるが,いずれもパッチ状に生育する疎林である｡湿原における分布をみると,ハ

ンノキは沼寄りの低平地に,ケヤマハンノキは台地寄りの傾斜地に,そしてアカエゾマツ

はこれらの中間の凸地形面に群落を形成しているが,明瞭なすみわけをしているわけでは

なく3種が混生している立地もある｡

Table 2は3タイプの湿地林の林床構成種の種組成を示す｡林床植物の総出現種数はハン

ノキ林52,ケヤマハンノキ林55,アカエゾマツ林50,各林分の平均出現種数はそれぞれ18,

20, 20で大差がない｡また3タイプの湿地林全体の総出現種数は81種にのぼるが,共通種

が30種(37%)と多く,常在度･優占度共に高い種群である｡この中でモケウニ沼湿原の

Table 2 continued.

Forest t

RubiajesoensI's (H)

Lycopus maackianus (H)

Aster
g/ehnii (H)

Carex pseudo-curaica (H)

Eqisetum fluviatI7e (H)

ErI'ophorum graciJe (H)

Lythrum sa/l'caria (H)

Thalicfrum aquI'JegI'folium var. inrermedI'um (H)

Stachysjaponica var_ viJIosa (H)

Gall'um tn'fI'dum var. brevI'peduncu/atum (H)

Betula platypI7yI/a var. japonica (T)

Salix hultenI'I'var. angustifo/ia (T)

Salix sachalinensI's (T)

Abies sachalinensis (T)

Ma/us baccata (T)

Stachysjaponica var. vi//osa (H)

Vl'0/a kamtschada/Drum (H)

Fyatanthera metabifo/I-a (H)

5te//aria /ongI'fo/I'a(H)

Fi/ipendula kamtschatica (H)

lmpatiens noII'-tangere (H)

Sphagnum gI'rgensohnl'i (M)

CaI/iergon cordifo/ium (M)

Rhizomnium strl'atulum (M)

FZhu5 ambigua (H)
Sphagnum h'mbriatum (M)

Lycopodllum obscurum (H)

Vaccinium praestans (H)

Comu5 Canadensis (H)

Sorbus commiXta (T)

PEE/l'dium aquiJinum var. latiussculum (H)

Carex nemurensJ's (H)

VaccIJnIJum hirtum (S,H)
I/ex crenata var. paludosa (S,H)

Epi/obium angustifolium (H)

Drosera rotundI'fo/Ipa (H)

Pogoniajaponica (H)

Aulacomnium pa/ustre (M)
C/adopodI'elJa f/uitans (M)

+

+

z

+

+

+

+

+

+

+

l

l

+

+

+

+

+

+

+-2

+

+

ー

+

ー

ー

+

+

+

+

+

+

+

+

+
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+

ー
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湿地林林床を特徴づける種はホロムイイチゴであり,これにヤマドリゼンマイ,ミズバショ

ウ,チマキザサ,マイヅルソウ,コガネギク,エゾリンドウ,イソツツジ,ワタスゲ,ツ

ルコケモモなどの種群が加わる｡いずれもクラスター分析ではb21群に含まれ(Fig. 2),

ホロムイイチゴーツルコケモモ群落やイソツツジ群落,チマキザサ群落の主要構成種であ

ることも興味深い｡この他の常在度40-60%程度の種群で特徴的なものは,ハンノキ林で

はカキツバタ,ヌマガヤ,アカネムグラ,エゾナミキソウ,タチギボウシ,ヤナギトラノ

オ,クサレダマ,ケヤマハンノキ林ではシラカンバ,コツマトリソウ,オオバナノエンレ

イソウ,ハンゴンソウ,アカエゾマツ林ではゴゼンタチバナ,ツタウルシ,マンネンスギ,

カキツバタ,ヒメミズゴケである｡階層優占種によって群落名をつけると,それぞれハン

ノキーホロムイイチゴ群落,ケヤマハンノキーチマキザサーホロムイイチゴ群落,アカエ

ゾマツーイソツツジーホロムイイチゴ群落となり,ホロムイイチゴが北オホーツク海岸に

分布する湿地林植生を特徴づける種である｡

低地のアカエゾマツ湿地林は道北と道東に集中しているが,戦後の泥炭地開発事業の進

展によって天然林の分布域は狭められ,現在ではサロベツ湿原,天塩川河口湿原,利尻島

オタドマリ湿原,上尾幌,落石岬湿原,猿払川下流域の浅茅野湿原および本調査地のモケ

ウニ沼とその周辺にみられるにすぎない(舘脇, 1944;松田ほか, 1976;松田, 1989;長

谷川, 1988, 1993)｡先にも述べたように,本湿原のアカエゾマツ林は組成的に特徴ある群

落であるが,小径木が多いことも注目されることの一つである｡ Fig.4は調査スタンド内に

出現した48本のアカエゾマツについて樹高と胸高直径を測定し,その中から7本の試料木

を選び生長錘で年輪コアを採取し,樹齢を調べた結果を示している｡樹高分布(a)では3

m以下の個体が多

く全体の約6割を

占め,5m以上のも

のは極めて少な

い｡直径分布(b)

も同様の傾向を示

し, 3cm以下の小

径木が最も多く,

7cmまでの個体は

全体の約9割を占

める｡試料木の直

径一樹齢関係から

求めたスタンド内

のアカエゾマツの

推定樹齢は直径3

cmで約15年, 7cm

で約24年, 13cmで

約37年と見積もら

れ,平均樹齢18年

と推定された｡こ
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の値は他の湿原での測定値(舘脇, 1944;松田ほか, 1976;松田, 1989;橘ほか, 1985,

1998)と比較するとかなりの差があり,成長速度が2-3倍速いという結果になった｡今

回は測定数が少なく,齢構造については今後さらに精度の高い調査が必要であるが,比較

的若い林分であることは間違いないであろう｡調査地では東側の台地寄りに樹高7m,直

径27cmの大径木の残存林分が存在し,またホロムイイチゴーツルコケモモ群落やイソツツ

ジ群落,チマキザサ群落の立地に大径木の古い切株が散見されることなどからも,湿原内

の林分は伐採等の影響を受けた二次植生である可能性が高い｡

3.環境傾度と群落の分布

3-1.微地形と地下水位

Fig, 5はLine Aの地形断面,土壌断面と群落の分布を示す｡基点の沼岸から80mまでは

低平で,水辺バンクにヨシーイワノガリヤス群落とハンノキ群落,平坦地にホロムイイチ

ゴーツルコケモモ群落,凸地にヌマガヤーヤチャナギ群落,イソツツジ群落,ケヤマハン

ノキとアカエゾマツの疎林がそれぞれ地表面の起伏に対応してモザイク状に分布する｡ 80

mから150mまでは平坦で,ここではホロムイイチゴーツルコケモモ群落が卓越し,凸地や

傾斜面にアカエゾマツやケヤマハンノキの疎林,チマキザサ群落が介在する｡ 150m以降終

点の台地に向かって緩やかに傾斜し,210mまではケヤマハンノキ林とハンノキ林が広がっ

ているが,それ以降,再びホロムイイチゴーツルコケモモ群落とアカエゾマツ疎林が出現

し,イソツツジ群落を経てチマキザサ群落に移行する｡

調査ラインの16地点で深さ約60cmまでの表層泥炭の構造を観察し地下水位を測定した｡

大部分のスタンドがヨシ,スゲ泥炭であるが,ホロムイイチゴーツルコケモモ群落(sts,

a g

E::ヨMossremainⅡⅠコReed-Sed,ePeat

圏Mosspeat 【喜ヨsasapeat
巨∃Mo･iniapeat EZZ7 MineraLsoil
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bh gh
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austl?/is-Ca/amagrostI's langsdorffii comrn,

e: sasa palmata conm.

b: Jhbus chamaem-′s･Vaccinium oxycoccus comm･ f: A/nusJaPOnica thicket

c: Ledum palusere var. diversipI'/osum comm･

g: Alnus hirsute thicket

d: MoI'lniops'sjaporlI'ca
-MyrlCa gale var･ tomen-osa comm. h: Fl･cea gleh'w･i thicket

Fig･ 5･ Profiles of soil and microtopography, and distribution of plant communities along Line A･
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5, 7, 8),アカエゾマツ林(sts. 3, 9, 14)およびイソツツジ群落(st.15)の表層はミズ

ゴケ泥炭であり, Sts. 5, 8, 12, 13には木本遺体が出現する｡湿原全体の地下水位は恐ら

くモケウニ沼の水位と台地斜面からの浸出水によって調節されており,季節変動があるも

のと考えられるが,調査時の地下水位は群落タイプによって違いがみられた｡すなわち,

水辺バンクのヨシーイワノガリヤス群落(st. 1) 22cm,ヌマガヤーヤチャナギ群落(st, 2)

33cm,ホロムイイチゴーツルコケモモ群落20-35cm,ハンノキ林(sts.4, ll) 9-13cm,

ケヤマハンノキ林(st.17) 17cm,アカエゾマツ林12-38cm,イソツツジ群落23cm,チマキ

ザサ群落(sts. 6, 16) 57-70cmで,ハンノキ林で最も高く,また,チマキザサ群落で最も

低く,このライン上ではホロムイイチゴーツルコケモモ群落とアカエゾマツ林の地下水位

の変動幅が大きかった｡

Fig. 6はLine Bの地形断面,土壌断面と群落の分布を示すが,第一沼からモケウニ沼に

つながる流路に面しているため, LineAより多様な低層湿原植生が分布する｡全体の地形

は基点から150mまで低平地, 150mから勾配を増し, 230mを頂点とする起伏地となる｡基

点の沼岸は突出湖岸の起伏地で水深2m以上の谷地眼が多数ある｡ここではバンクにヨシ

ーイワノガリヤス群落,凹地にヨシーツルスゲ群落,ヤラメスゲ群落,カキツバタ群落,

ミツガシワ群落が立地に対応してモザイク状に分布する｡それ以降150mまでの群落の配列

はムジナスゲ群落-ヨシーイワノガリヤス群落-ハンノキ林-ヌマガヤーヤチャナギ群落

-ホロムイイチゴーツルコケモモ群落となる｡150m以降ライン終点までの配列はイソツツ
ジ群落-チマキザサ群落-ホロムイイチゴーツルコケモモ群落-ケヤマハンノキ林-ホロ

ムイイチゴーツルコケモモ群落-イソツツジ群落-ケヤマハンノキ林となり,概ね,凸形

斜面にイソツツジ群落とチマキザサ群落およびホロムイイチゴーツルコケモモ群落,凹形
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Fig･ 6･ Profiles of soil and microtopography, and distribution of plant communities along Line B･
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斜面にケヤマハンノキ林が分布する｡このライン上にはアカエゾマツ林は出現しない｡

調査ラインの21地点で表層泥炭の構造を観察し,地下水位を測定した｡ LineAと同じく

いずれのスタンドでも概ねヨシ,イワノガリヤス,スゲ泥炭であるが∴ホロムイイチゴー

ツルコケモモ群落地のSts. 26, 27, 28, 32, 33とイソツツジ群落地のSts. 29, 35, 36の表

層はミズゴケ泥炭であり, St. 28とst. 34では木本遺体が出現する｡調査時の水深はミツガ

シワ群落で10cm内外,地下水位はカキツバタ群落(st.22) 7cm,ヨシーツルスゲ群落(sts.

18, 20, 21) 13-15cm,ヨシーイワノガリヤス群落(sts.17, 19, 24, 31, 32) 30-52cm,

ムジナスゲ群落(st.23) 40cm,ホロムイイチゴーツルコケモモ群落28-60cm,イソツツジ

群落16-45cm,ハンノキ林(st.25) 40cm,ケヤマハンノキ林(st.37) 3cmで,モケウニ

沼寄りのスゲ群落と台地直下のケヤマハンノキ林で高く,その他の群落では地下水位の低

い立J■1から高い立地まで多様であった｡

Fig. 7はLineCの地形断面と群落の分布を示す｡全体の地形はライン基点の東側から湿

原探勝木道を経て終点の西側の流路に向かって緩く傾斜する｡ 250mと550m付近でLineA,

Bと交わる｡基点から55mまでは浅い流路と池源が散在する低湿地となっており,ミツガ

シワ群落とカキツバタ群落が分布する｡木道までの優占群落はホロムイイチゴーツルコケ

モモ群落であるが,イソツツジ群落,ヌマガヤーヤチャナギ群落,ケヤマハンノキ林,ハ

ンノキ林,アカエゾマツ林のパッチが地表面の微妙な起伏に対応してモザイク状に分布す

る｡アカエゾマツパッチは木道寄りに多い｡木道より西側はやや小高い隆起地で,ここに

はアカエゾマツが密な林分を形成している｡ここから流路までの下り勾配となる低平地で

は,ムジナスゲ群落,ハンノキ林,イソツツジ群落が地表面の起伏に対応して分布し,水

辺バンクにヨシーイワノガリヤス群落,水辺にヤラメスゲ群落が分布する｡調査ラインの

100 1 50 之00 Z50 300
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Fig･ 71 Profiles of microtopography and distribution of plant communities along Line C･
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4地点で泥炭断面の観察と水位の測定を行った(Fig.8)｡表

層泥炭はSt.38を除いてミズゴケ泥炭であり,ホロムイイチ

ゴーツルコケモモ群落地のSt.40では木本遺体が出現する｡

調査時の水深はミツガシワ群落で水深0-8cm,地下水位は

カキツバタ群落10cm,ホロムイイチゴ-ツルコケモモ群落33

cmであった｡

以上の調査ラインの測定結果を総合すると,木道西側に広

がる湿原は低層湿原植生が卓越するが,東側の湿原は泥炭層

も厚く,ヌマガヤーヤチャナギ群落やホロムイイチゴーツル

コケモモ群落が広く分布し,西側に比べ,より発達した中間

湿原的性格をもつといえる｡

3-2.群落の成立と分布に関わる要因

土壌断面の観察と地下水位を測定した41スタンドの地下

水(泥炭水)のpHおよび各層位から採取した泥炭土のpH

と強勲減量を測定した｡地下水のpⅢは水辺バンクのヨシー

イワノガリヤス群落と台

地直下のケヤマハンノキ

林で高く, pH6.0-6.3の

弱酸性であったが,ホロ

ムイイチゴーツルコケモ

モ秤落,アカエゾマツ林

およびチマキザサ群落で

はやや低く, pⅢ5.0-5.2

前後,その他の群落では

pⅢ5.4-5.8の範囲であっ
た｡泥炭土のpHは4.8-

6.3の範囲にあり,水辺の

群落や浅い池塘の群落で

高かったが,大部分のス

タンドはpⅢ5.5以下であ

り,特に,ホロムイイチ

ゴーツルコケモモ群落や

チマキザサ群落で低い傾

向がみられた｡泥炭土の

強熱減量はいずれのスタ

ンドでも表層ほど高く80

-90%を示し,下層ほど

低く分解が進んでいた｡

環境要因は多くの場合
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複合要因として植物に作用し,群落の成り立ちや分布に関わるので,ここでは測定した地

下水位,地下水pH,泥炭土pH,強熱減量の各要因間の相関を求めた.その結果,全体的

に相関は低かったが,地下水位と泥炭土pHで相関係数0.63 (p≦0.05)とやや高い値が得

られた｡ Fig. 9はこれら2要因の環境傾度上での群落の分布を示す｡ミツガシワ群落は水

位が地表より高く, pH6.0前後の立地に分布するのに対して,カキツバタ群落は両環境傾度

上では広い範囲に分布する｡スゲ類群落のうち,ヤラメスゲ群落とヨシーツルスゲ群落は

地下水位10cm前後,
pH5.5以上の類似の立地に分布するのに対し,ムジナスゲ群落はpH5.5

前後の地下水位の低い立地に分布の重心がある｡ヨシーイワノガリヤス群落の分布域は地

下水位が30cm以下でスゲ類群落より低く, pH5.3-5.9の広い範囲に分布するo
ホロムイイ

チゴーツルコケモモ群落は地下水位35cm, pH4.9-5.2の範囲に分布の重心があり,ヌマガ

ヤーヤチャナギ群落もほぼ同じ環境傾度上に分布する｡湿地林ではハンノキ林がpH5.5前

後の水位の最も高い立地に分布し,次いでケヤマハンノキ林,アカエゾマツ林の順で地下

水位, pHともに低い立地に分布する｡ただし,ケヤマハンノキ林は地下水位, pHともに

高い台地の直下でも密生林分を形成している｡本湿原ではチマキザサ群落が地下水位, pⅢ

ともに最も低い立地に分布の重心がある｡

4.モケウニ沼湿原の植生遷移に関する考察

本湿原の高燥地に分布する代表的群落としてホロムイイチゴーツルコケモモ群落があ

る｡この群落は本湿原では分布域が広く,地下水位の低い立地に成立する最も発達したミ

ズゴケ群落であるが,組成的には高層湿原要素と低層湿原要素の混生した中間湿原植生の

性格をもつ群落であり,最近の観察ではヌマガヤの増加傾向も認められる｡松下(1965)

とFig. 5, 6の表層泥炭の層序および群落の地形分布の実態(Figs.5, 7)を参考として,モ

ケウニ沼湿原の遷移過程を考察すると次のようになる｡多様な水生植物群落の生育する沼

の 陸化に伴ってヨシ沼沢が成立し,ヤラメスゲ群落やヨシーツルスゲ群落を経てヨシー

イワノガリヤス群落やヤチャナギームジナスゲ群落の優占する低層湿原が発達した｡ハン

ノキは沼や流路の水辺バンクに,ケヤマハンノキは台地寄りの水位の高い富栄養立地に早

くから定着し林分を形成していた｡ヨシ泥炭やスゲ泥炭の堆積と地下水位の低下に伴って

ミズゴケ類やワタスゲ,ツルコケモモ,ヌマガヤなどが定着し,水位の安定と土壌の酸性

化と共にホロムイイチゴなど多種の高層湿原要素を伴ったホロムイイチゴーツルコケモモ

群落やアカエゾマツ疎林が成立したと推定される｡一方,既に述べたように,ホロムイイ

チゴーツルコケモモ群落やイソツツジ群落の立地にはアカエゾマツの古い切株が散見さ

れ,また泥炭層に挟在する木本遺体の存在などから,これらの群落はアカエゾマツの枯死

や択伐によって開けた場所で分布域を広げた可能性がある｡チマキザサ群落は現在,木道

東側湿原域の台地寄りに分布している｡しかし,ケヤマハンノキ林の林床では梓高2m以

上のチマキザサが密生しており,またイソツツジ群落やアカニゾマツ林の周辺高燥地にも

侵入している｡ Fig. 9にみるように,チマキザサ群落は本湿原では最も地下水位が低く酸性

の強い立地に成立している｡したがって今後,地下水位低下等の自然的あるいは人為的環

境変化が起これば,容易にチマキザサ群落の分布域が拡大すると考えられる｡
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.摘
要

1)北オホーツク海岸モケウニ沼湿原の植生調査と地形および土壌環境調査を行い,植生

の分布構造を解析した｡

2)クラスター分析によって群落を類型化した結果,低層湿原植生6タイプ,中間湿原植

生2タイプ,低木群落2タイプが識別された｡

3)湿原内に分布する湿地林はハンノキ,ケヤマハンノキ,アカエゾマツの疎林で,いず

れも林床構成種のホロムイイチゴによって特徴づけられる｡また,群落構造を解析した

結果,湿原内に広く分布するアカエゾマツは若齢の小径木個体が多く,二次植生の可能

性が示唆された｡

4)微地形,地下水位および土壌pHと群落の分布との関係を解析した結果,ミツガシワ

群落やスゲ類群落,ハンノキ林は地下水位が高く,
pH5.5以上の低平地に,中間湿原植生

とアカエゾマツ林は地下水位が低く, pH5.5以下の凸地形面に分布し,そしてヨシーイワ

ノガリヤス群落とケヤマハンノキ林はこれらの環境傾度上では分布域が広かった｡チマ

キザサ群落は地下水位, pHともに最も低い立地に分布する｡

5)群落の地形分布と泥炭層序に基づいて,モケウニ沼湿原の植生遷移について考察し

た｡
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